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【参考】①＝国文学、植物学に関する問題、②＝国文学に関する問題、③国文学に関する問題

記事を読んで問いに答えなさい。
解答欄が足りない場合は、裏面に記すこと。

①『仰臥漫録』に「午後左千夫来ル 丈ノ低キ野菊ノ類ヲ横鉢ニ栽ヱ
タルヲ携へ来ル」とあり、清見潟公園の句碑の近くにも野菊が移植さ
れている。また、伊藤左千夫は後年『野菊の花』という名作を著した。
「花」が文学に与えた一例を挙げ、その影響を考察せよ。

②伊藤左千夫は正岡子規の『歌よみに与ふる書』を読んで感化され、
「牛飼が歌よむ時に世のなかの新しき歌大いにおこる」と詠んだ。伊
藤左千夫はどのような「新しき歌」を目指したのか、考察せよ。

③伊藤左千夫は、正岡子規に対し「子規子の天品と子規子の精神と
子規子の人格とは、予の絶対に信仰する所である。予が生のあらん
限り此信仰は一里たりとも動くまじき事と信じて居る」と『碧梧桐氏に
答へる』に書いている。ここまで一人の漢（おとこ）を信奉させた正岡
子規の人生を、高校生の自由な発想で論述せよ。


